
活用事例⑩（りんご摘果、葉取り、袋かけ） 

農業者 齋藤 修記 

事業の名称 令和５年度弘前市農福連携新規取組定着促進事業 

（事業者への委託） 

補助事業の期間 令和５年５月 16日～令和５年 12月 26 日 

事業費（税込） 578,267 円 

補助金額 52,623 円（摘果３日分、袋かけ８日分、葉取り２日分、収穫２日分） 

補助対象経費 障がい福祉サービス事業者への委託費（補助率：1/3 以内、上限：15 日） 

事業の概要 
作業月 

作業品目 

（作物名） 
作業内容 作業日数 

５月 りんご 
苗木植え付け、 

剪定枝片付け 
10 日 

６月 りんご、桃 摘果、袋かけ 11 日 

７月 りんご、桃 摘果、袋かけ 20 日 

８月 りんご 袋かけ ３日 

９月 りんご 葉取り 11 日 

10 月 りんご 葉取り、収穫 12 日 

11 月 りんご 収穫 12 日 

障がい者が就労 

しやすいように 

行った方策等 

【作業内容】 

 摘果、葉取り、袋かけ 

【１日当たりの平均作業人数】 

 ３人 

【１日当たりの平均作業時間（休憩時間を除いた時間）】 

３時間 20分 

【１日当たりの平均作業量（本数、面積など）】 

 摘果・葉取り：約 10本、袋かけ：約 250 枚 

【上記作業にあたり行った方策の内容】 

 ・・実を手でうまく取れない方もいるため、ハサミを使ってもらった。（摘果） 

 ・作業に飽きないように、作業をしてもらう樹の本数を決めた。（摘果） 

 ・・樹の上の作業をやる人、下の作業をやる人など交代しながら、作業をして

もらった。（葉取り） 

 ・毎日作業を始める前に、袋のかけ方を伝えた。 

作業が終わったら、１日に袋をかけた枚数を聞いた。（袋かけ） 

所感 ・障がい者の方にできそうな仕事・得意な仕事をお願いすることで、ある程度

仕事を分散して時間ができたので、他の仕事ができた。 

 また、仕事も早く終わるので、次の作業に早く進むことができた。 

 


